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「宇都宮市公共下水道雨水整備改定計画後期計画」の策定について 

 

１ 策定の目的 

市街化区域における浸水被害の解消を図るため，平成２５年度に策定した「宇都宮市公共下水道雨水

整備計画改定計画」が平成３０年度に中間年を迎えることから，これまでの整備状況や近年の浸水被害

状況などを踏まえ前期計画の見直しを行い，新たに後期計画を策定するもの 

 

２ 計画の位置づけ 

 ・ 「第６次宇都宮市総合計画」の基本施策「危機への備え・対応力を高める」の体系別計画「総合的

な治水・雨水対策の推進」を実現するための個別計画 

 ・ 「第２次宇都宮市上下水道基本計画」に基づき，雨水幹線の整備を推進し，市街化区域における浸

水被害の軽減を図るための事業計画 

 

３ 計画期間 

 後期計画：２０１９（平成３１）年度～２０２３（平成３５）年度の５年間 

（全体：２０１４（平成２６）年度～２０２３（平成３５）年度の１０年間） 

 

４ 策定経過 

平成３０年  ５月～ 公共下水道雨水整備計画検討委員会設置（庁内） 

（検討委員会：３回開催，作業部会：５回開催） 

 

５ 整備水準 

  上位計画である公共下水道全体計画（雨水）に基づき，５年確率降雨（６２．２mm/h）の雨水を排

除可能な雨水幹線を整備する。ただし，河川改修に時間を要している箇所は，雨水幹線の一部を先行

的に整備し，河川に放流できるまでの間，管内に雨水を一時的に貯留させる手法（以下「暫定貯留

管」という。）を採用し，過去１０年間において被害をもたらした平均雨量（２０mm/h）に対応可能

な整備とする。 

 

６ 実績と目標  

・ 平成３０年度末には，雨水幹線整備率５５．３％であり，後期計画期間終了となる 

２０２３（平成３５）年度末には５９．４％を目指していく。 

            ※第６次総合計画目標 ２０２２（平成３４）年度末：５６．７％ 

・ 過去５か年で発生した，集中豪雨による車両の一時通行止め等の浸水被害を，２０２３年度末まで

に軽減させる。 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月２５日 

上下水道局 下水道建設課 
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７ 計画の内容・特徴 

（１）内容    

    「宇都宮市公共下水道雨水整備改定計画後期計画」概要版 ・・・別紙 

 

（２）特徴 

 ア 横断的に連携した取組 

 「第６次宇都宮市総合計画」における分野別計画「総合的な治水・雨水対策の推進」を踏まえ，

新重点排水区のうち，主要な幹線道路の一時通行止めなど，特に市民生活への影響が大きい箇所

については，河川や道路事業と協力し，積極的・横断的な整備に取り組み，河川や調整池に放流

できる箇所については５年確率降雨で整備を行うほか，河川改修に時間を要している箇所につい

ては，河川に放流できるまでの間，暫定貯留管により整備を進めて行く。 

イ 新重点排水区の設定 

・ 近年の浸水被害状況や前期計画の整備状況を踏まえ，市街化区域内の全９９排水区を対象に，一

時通行止めとなるような広範囲の道路冠水や発生頻度など浸水被害状況を点数化により評価を行

い，特に下水道の整備が優先的に必要となる新重点排水区を設定した。 

・ 他事業関連排水区について，前期計画期間ではスケジュール調整などにより，整備に時間を要し

ていることから，改めて重点排水区として位置付け，暫定貯留管などの整備を進めていく。 

ウ 浸水対策の推進 

 前期計画においては，土地区画整理事業と連携し雨水幹線や調整池の整備を計画していたが，土

地区画整理事業に時間を要していることから，先行して調整池を整備し，更なる浸水対策の推進に

取り組む。 

 

（３）新重点排水区と事業効果 

  新重点６排水区においては，過去５年間で発生していた１地区あたり平均２回以上の一時通行止

めが，平均１回以下となるなど，浸水被害が軽減される見込みである。 

ア ５年確率降雨（６２．２mm/h）で整備を行う排水区（２排水区） 

平出工業団地関連排水区は２０２１年度末，鬼怒川関連排水区は２０２３年度末までに５年確率

降雨(６２．２mm/h)に対応した整備を行い，一時通行止めなどの浸水被害を解消させる。 

 ・ 平出工業団地関連排水区（陽東４丁目周辺） 

 ・ 鬼怒川関連排水区（ＪＲ岡本駅北側） 

 

イ ２０mm/h（暫定貯留管）で整備を行う排水区（４排水区） 

２０２３年度末までに，過去１０年間において被害をもたらした平均雨量（２０mm/h）に対応す

る暫定貯留管を整備することにより，この雨量により発生していた一時通行止めなどの浸水被害を

解消させるほか，２０mm/hを超える雨量についても，一時通行止めの回数が減少するなど，浸水

被害が軽減する見込みである。 

    ・ 駒生川第４排水区（宝木市営住宅周辺） 

    ・ 江川第４排水区（宇都宮東高北東側）  

・ 奈坪川第１排水区（御幸が原小学校南側） 

・ 中丸川排水区（大谷街道中丸公園南側）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 後期計画の基本的な考え方 
  前期計画の基本的な考え方に，下記に示す項目を加える。 
・ 近年の浸水被害状況や前期の整備状況を踏まえ，市街化区域内の全９９排水区を対象に，一時通行止めとなるような広範囲の道路冠水 
や発生頻度など浸水被害状況を点数化により評価を行い，特に下水道の整備が優先的に必要となる新重点排水区を設定した。 

２ 後期計画の取組の考え方 
  前期計画の取組の考え方に，下記に示す項目を加える。 
・ 第６次総合計画における分野別計画「総合的な治水・雨水対策の推進」を踏まえ，新重点排水区のうち，主要な幹線道路の一時通行止 
めなど，特に市民生活への影響が大きい箇所については，河川や道路事業と協力し，積極的・横断的な整備に取り組み，河川等に放流で 
きる箇所は５年確率降雨で整備を行うほか，河川改修に時間を要している箇所については，従来通り暫定貯留管で整備を進めて行く。 

・ 他事業関連排水区について，前期計画期間ではスケジュール調整などにより，整備に時間を要していることから，改めて重点排水区と 
して位置付け，暫定貯留管などの整備を進めていく。 

・ 引き続き雨水貯留・浸透施設の設置促進に取り組むとともに，家庭で行う雨水の流出抑制についての必要性や，個人でできる雨水貯留 
方法についてホームページや広報紙等を通じて周知し，自ら浸水対策に取り組むという意識の醸成を図り，市民協働による浸水対策を更 
に推進する。 

３ 整備目標（公共下水道雨水幹線整備率）  
・ 平成３０年度末：５５．３％（実績値） ⇒ ２０２３（平成３５）年度末：５９．４％（目標値） 
・ 過去５年間で発生した集中豪雨による車両の一時通行止め等の浸水被害を軽減させる。 

４ 後期計画における新重点排水区の設定 
 浸水被害が発生している排水区について，リスクを踏まえた評価から，優先的に整備する６排水区を新重点排水区として設定する。 

「宇都宮市公共下水道雨水整備改定計画 後期計画」 概要版 

 

 

 

 

 

Ⅰ 公共下水道雨水整備改定計画後期計画について 

１ 策定の目的 

 市街化区域における浸水被害の解消を図るため，平成２５年度に策定した「宇都

宮市公共下水道雨水整備計画改定計画」が平成３０年度に中間年を迎えることか

ら，これまで整備状況や近年の浸水被害状況を踏まえ前期計画の見直しを行い，新

たに後期計画を策定するもの 

別紙 

２ 計画の位置づけ 
 ・ 「第６次宇都宮市総合計画」の基本施策「危機への備え・対応力を高める」の体系別計画「総合的な治水・雨水対策の推進」を実現するための個別計画 
 ・ 「第２次宇都宮市上下水道基本計画」に基づき，雨水幹線等の整備を推進し，市街化区域における浸水被害の軽減を図るための事業計画 
３ 計画期間 

２０１９（平成３１）年度～２０２３（平成３５）年度の５年間（全体：２０１４（平成２６）年度～２０２３（平成３５）年度の１０年間） 
４ 整備水準 
  上位計画である公共下水道全体計画（雨水）に基づき，５年確率降雨（６２．２mm/h）の雨水を排除可能な雨水幹線を整備する。 

ただし，河川改修に時間を要している箇所は，雨水幹線の一部を先行的に整備し，河川に放流できるまでの間，管内に雨水を一時的に貯留させる 
手法（以下「暫定貯留管」という。）を採用し，過去１０年間において被害をもたらした平均雨量（２０mm/h）に対応可能な整備とする。 

 
 

１ 基本的な考え方 
 浸水被害が発生している排水区について，被害の発生頻度に基づく評価点を算出し，評価点が高い排水区から整備を進める。 

２ 取組の考え方 
・ 整備対象区域は，下水道により早期に整備する排水区を「重点排水区」，他事業と併せて整備を行う排水区を「他事業関連排水区」として整備する。 
・ 河川改修に時間を要する箇所は，雨水幹線の一部を整備し，管内に雨水を暫定的に貯留させる手法により，放流先河川への流出を調整する。 
・ 各個人の宅地内に入れる雨水貯留・浸透施設の設置促進のため，市街化区域における一般住宅に対し，設置費の一部を補助する。 

 

Ⅱ 前期計画の概要と整備効果 

 

Ⅴ 事業効果 

Ⅳ 後期計画の概要 

 No 新重点排水区 取組内容 概算事業費 整備期間 

新
規 

１ 
平出工業団地関連排水区 
（陽東４丁目周辺） 

越戸川６号幹線の整備 
（鬼怒通り～産業通り交差点周辺） 

６．６億円 
２０１９年度～２０２１年度 
（平成３１年度～３３年度） 

２ 
駒生川第４排水区 
（宝木市営住宅周辺） 

駒生川４－１号幹線を暫定貯留管として
整備 
（新川分派部～山崎街道交差部） 

９．４億円 

２０１９年度～２０２３年度 
（平成３１年度～３５年度） 

３ 
江川第４排水区 
（宇都宮東高北東側） 

宇都宮東高北東側の雨水幹線を暫定貯留
管として整備 

１．１億円 

４ 
奈坪川第１排水区 
（御幸が原小学校南側） 

御幸が原小学校南側の雨水幹線を暫定貯
留管として整備 

４．０億円 

５ 
中丸川排水区 
（大谷街道中丸公園南側） 

大谷街道接合部より南側の未整備区間を
暫定貯留管として整備 

４．６億円 

継
続 

６ 
鬼怒川関連排水区 
（ＪＲ岡本駅北側） 

鬼怒川１号幹線を暫定貯留管として整備 
岡本台調整池の整備 

１３．1億円 

合計 ３８．８億円  

 

３ 前期計画の整備状況と効果 
（1）重点５排水区 

番号 排水区名 整備状況 整備効果 今後の取組方針 

１ 
奈坪川第１排水区  
（御幸ケ原公民館周辺） 

暫定貯留管の整備完了 
市道５４４号線で発生していた浸水被害が
軽減される見込み 

重点排水区の位置付けから除
く 

２ 
新川第９排水区 
（ＪＲ雀宮駅西側） 

暫定貯留管の整備完了 
雀宮中央小学校付近で発生していた浸水被
害が軽減 

重点排水区の位置付けから除
く 

３ 
平出工業団地関連排水区  
（工業団地内の産業通り） 

平出調整池の浚渫 
河川課で緑地帯への暫定調整池整備 

産業通りの浸水被害が軽減 
新たな浸水被害が確認された
ことから継続した整備が必要 

４ 
鶴田川第５排水区 
（中央女子高周辺） 

河川課で宝木調整池の整備や新川の嵩上げ工事を実施 
中央女子高付近で発生していた浸水被害が
軽減 

重点排水区の位置付けから除
く 

５ 
鬼怒川関連排水区 
（ＪＲ岡本駅北側） 

土地区画整理事業に時間を要していることから，雨水幹
線の整備が未実施 

未実施 継続した整備が必要 

（2）他事業関連３排水区（道路改良工事等と同時期に整備） 
番号 排水区名 整備状況 整備効果 今後の取組方針 

６ 
中丸川排水区 
（大谷街道接道部） 

道路改良工事と併せて雨水幹線の整備を実施 
道路改良工事に合わせた工事であり，浸水
被害の軽減には至っていない 

継続した整備が必要 

７ 
駒生川第４排水区 
（宝木市営住宅周辺） 

宝木市営住宅団地の計画が変更になったことから，雨水
幹線の整備が未実施 

未実施 継続した整備が必要 

８ 
江川第４排水区 
（宇都宮東高北東側） 

大久保谷地川の河川改修に時間を要していることから，
雨水幹線の整備が未実施 

未実施 継続した整備が必要 

 

・ 近年の集中豪雨や土地利用の変化に伴い雨水の流出量が増加しているなど，新たな箇所
で浸水被害が発生していることから，対策が急務となっている。 

・ 浸水被害が発生している排水区において，早期に雨水幹線の整備効果を得るためには，
道路や河川事業と，更に連携を強化した取組が必要である。 

・ 河川改修等に併せて効率的に整備を進める他事業関連排水区については，整備に時間を
要するため，暫定貯留管の整備など，早期に浸水対策を行う必要がある。 

・ 宅内からの雨水の流出量の増加に対応するためには，雨水貯留・浸透施設の設置促進な
ど，市民協働による流出抑制を一層推進していく必要がある。 

Ⅲ 現状の課題 

４ 整備手法の評価 
 前期計画で暫定貯留管を整備した箇所については，浸水被害が軽減している。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
５ 雨水貯留・浸透施設設置について 

 「広報うつのみや」やパンフレット配布などの周知により，雨水貯留・浸透施設設置の基数が
着実に伸びていることから，雨水の流出抑制に関して市民意識向上が図られている。 
 雨水貯留浸透施設の累計設置数 Ｈ２５：１,３０３基・Ｈ３０：１,９１３基（平成３１年１月末） 

 

５ 新重点排水区 

 

河川 

整備後 

暫定貯留管のイメージ 
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道路側溝
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残った雨水幹線を
整備し河川に接続

新重点６排水区においては，過去５年間で発生していた１地区あたり平均２回以上の一時通行止めが，平均１回以下となるな
ど，浸水被害が軽減される見込みである。 
１ ５年確率降雨（６２．２mm/h）で整備を行う排水区（２排水区） 

平出工業団地関連排水区は２０２１年度末，鬼怒川関連排水区は２０２３年度末までに５年確率降雨 
(６２．２mm/h)に対応した整備を行い，一時通行止めなどの浸水被害を解消させる。 
 ・ 平出工業団地関連排水区（陽東４丁目周辺） 
 ・ 鬼怒川関連排水区（ＪＲ岡本駅北側） 

２ ２０mm/h（暫定貯留管）で整備を行う排水区（４排水区） 
２０２３年度末までに，過去１０年間において被害をもたらした平均雨量（２０mm/h）に対応する暫定貯留管を整備することに

より，この雨量により発生していた一時通行止めなどの浸水被害を解消させるほか，２０mm/h を超える雨量についても，一時通
行止めの回数が減少するなど，浸水被害が軽減する見込みである。 

・ 駒生川第４排水区（宝木市営住宅周辺）      ・ 江川第４排水区（宇都宮東高北東側）  
・ 奈坪川第１排水区（御幸が原小学校南側）     ・ 中丸川排水区（大谷街道中丸公園南側）  

○ 雨水貯留・浸透施設の設置など，市民協働による雨水の流出抑制により，都市の保水力が向上する。 



 

 
 新重点６排水区 位置図 

②駒生川第 4排水区 

⑤中丸川排水区 

④奈坪川第 1排水区 

⑥鬼怒川関連排水区 

①平出工業団地関連排水区 

位置図 

 

記号 区分

被害発生箇所

通行止め発生箇所

雨水整備計画区域

新重点排水区

計画期間内整備予定箇所

凡例

陽東４丁目 

 

御幸ケ原町 

 

下岡本町 

 

 

③江川第４排水区 

問屋町 

 

JR岡本駅 
御幸ケ原公民館 

主要地方道宇都宮今市線 

（大谷街道） 

宝木市営住宅 

宇都宮東高校 

御幸が原小学校 

中丸公園 

新重点排水区の設定フロー 


